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メールアドレス

科目名 キリスト教学Ⅲ 楊　周漢(ﾔﾝ ｼﾞｭﾊﾝ)

開講年次 クラス

授業形態 単位数 1

ナンバリング

イエスとニゴデモの出会い：人間は新たに生まれる存在 ヨハネによる福音書3章、課題

本校の建学精神であるキリスト教の教えを理解し、多民族多文化世界の中で良心的な社会人になるために、互に協力し合う授業を
目指す。一方的な教えではなく共に考え、共に答えを探していく方式で授業を行う。概念的な説明より、物語（Narrative）を通しての
話し合う方式によるキリスト教精神の理解を企てる。

1．新約聖書の物語を通して人間観、世界観、人生観、社会観を理解し、自覚的な人間観、世界観、人生観、社会観を持つように
なる。
２．互に話し合い、互に助け合い、互に愛し合いながら生きて行く素晴らしさを理解し、身につける。

授
業
計
画

授業内容 授業外学習（内容と時間）

オリエンテーション、自己紹介と報告 復習、課題

イエス・キリストは誰なのか：イエスが生きた時代、三つの誘惑を乗り越え
ルカによる福音書3～4章、課
題

イエス・キリストは誰なのか：、神の国を述べ伝える マタイによる福音書13章、課題

イエス・キリストの呼びかけ：新しい家族 マタイによる福音書4章、課題

イエスとニゴデモの出会い：人間は新たに生まれる存在 ヨハネによる福音書3章、課題

イエス・キリストの教え：山上の説教➀
マタイによる福音書5～7章、課
題

イエス・キリストの教え：山上の説教➁
マタイによる福音書5～7章、課
題

イエス・キリストの奇跡①：ハンセン病の人と盲人バルティマイ
ルカによる福音書5:12～16、マ
ルコによる福音書10:46～52、

イエス・キリストの奇跡②：手の萎えた人と中風の人を癒す
予習ｐ64～67、ルカによる福音
書6:6～11、課題

イエス・キリストの赦し：「あなたを罪に定めない」 ヨハネによる福音書8章、課題

イエス・キリストの十字架：真の愛①
予習ｐ84～87、マタイ福音書22
章23章、課題

イエス・キリストの十字架：真の愛②
予習ｐ84～87、マタイ福音書22
章23章、課題

イエス・キリストの十字架：真の愛③一粒の麦は、地に落ちて死ねば多くの実を
結ぶ

ヨハネによる福音書12章、課題

総合討論 予習：総合討論の準備

　　（具体的な基準は授業のオリエンテーションの時に説明する）

教科書 ①聖書　②桜井希、『共に生きる』日本基督教団出版局

参考書
鬼形恵子、『キリスト教への扉』、日本基督教団出版局。富田正樹、『キリスト教の出会い、新約聖書』、日本基督教団出
版局

成
績
評
価

方法 備考

平日礼拝の出席と態度 礼拝感想文

課題＆試験 課題　＋　期末試験（レポート形式）

　　　（授業の中に、レポートに関するフィードバックがあるが、返却はしな
い。）

授業態度 ＊授業参加態度による減点と加算点がある。

履修上
の注意

毎日の忙しい生活の中で、一度は自分自身を静かに振り返り、見つめる時間が大切であり、平日の礼拝とキリスト教学の
授業はそのためにもうけられた時間である。
礼拝と授業の時間には、遅刻せずに、聖書と賛美歌、教科書を必ず持参すること。
礼拝と授業の時間には、常に静粛で真摯な態度をとること。

実務経験
との関連

オフィスアワー
月曜日14時－15時（できれば事前予約要
望）

Cラーニング


